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イラルカリキュラム（小学校 1 学年～ 6 学年）を構築することを目指す。具体的には，学
年目標および指導目標に沿った教材を選定して，論理的認識力を高めるスパイラルカリキ
ュラムを構築する。












































第 1節 読解カリキュラムの検討 1―カナダ・オンタリオ州の場合―




















































































アメリカ合衆国の Common Core State Standards for English Language Artsは，カナダ・オンタリ




り組む。森田（2002）は 1935 年に出されたスパイラル型のカリキュラムである An Experience










ついて検討を加え，アメリカ合衆国の Common Core State Standards for English Language Artsにお
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































具体的には，論理的認識力の下位能力を図 5 のようにそれぞれ Strand として構成することで，
カリキュラムをスパイラル型にすることができる。そして，相互に有機的な関係をもつように
Strand を構成することで，様々な下位能力を統合的に機能させ実現する読むという行為に即した






















































































































































































































































1 「たねのたび」の ○ ドキドキ感を味わわせ，楽しい気分で学習に ○ ドキドキわくわくし
全文を音読する。 入らせる。 ているか。




3 困ることがあるか ○ 困ることがあるかないかを挙手で示させるこ ○ 自分の考えを示せた
ないか，自分の考 とで，自分の立場をはっきりさせる。 か。
えを示す。
4 叙述や知識をもと ○ 視覚に訴える教具を用意して，具体的に考え ○ 友達の意見をよく聞
に，話し合う。 ることができるようにする。 いているか。




















































る）。また，図 9は教師が意図的に改変したものである（とげの先が 【図 8】
曲がっていない）。
これらの問題の焦点化を【教師の働きかけ a】と呼ぶことにする。
図 8 を提示した時には 1 名の児童が間近にまで来て確認しただけで
あったが，図 9 を提示した時には児童全員が資料の間近にまで出て来
て確認した。児童たちの思考は，とげの先が曲がっていることに焦点






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2005 ちがいをかん ○ ライオンの赤ちゃんとしまうまの赤ちゃんをくらべましょう。生まれたときは，
がえてよもう どんなところがちがいますか。
生まれたばかりのようす





































【表３】から「学習のめあて」の変遷をたどると，1980 年から 1992 年までは「はじめてわか





「学習のてびき」では 1992 年までも変更はされているが，1996 年からの変更は激しい。「ど
うぶつの赤ちゃん」の教材としての役割は 1992年から大きく転換していると考えられる。
7 「どうぶつの赤ちゃん」の本文や位置づけの変遷と学習指導要領改訂との関係
「どうぶつの赤ちゃん」の場合，1992 年～ 1996 年に教科書編集の意図の大きな分岐点が窺え
る。1992年にカンガルーの事例が全て削除されたことも，その一貫であったと推察される。







































⑭「特集 楽しい夏休みをすごすために きみにも飼える動物」（1973）増井光子，『子どものしあわせ :
母と教師を結ぶ雑誌』211号，日本子どもを 守る会 編，あすなろ書房，p24～ 28
⑮『わたしの動物記』（1974）増井光子，ポプラ社
⑯『名犬なんでも入門 小学館入門百科シリーズ 35』（1974）増井光子，小学館




⑲「動物と話す本 : 表情，動作，声で彼らの"言葉"がわかる 21世紀ブックス」（1974）増井光子，主
婦と生活社
⑳「珍客の台所」（1974）増井光子，『食生活』，全国地区衛生組織連合会，国民栄養協会，カザン，pp.34-37




㉓『どうぶつ 絵ばなし図鑑 第 1』（1975），増井光子 執筆,七尾純 構成・執筆，主婦と生活社
㉔「随筆 男の闘い」（1975）増井光子 ，『オール讀物』30（5），文芸春秋，p118～ 119
㉕「わたしは動物大使のお世話役」（1975），増井光子，『母の友 6月』265号，福音館書店，pp.10-17
㉖『日本の動物 自然観察と生態シリーズ』（1976），増井光子，小学館












































































































































































































































C や F の働きによって捉えた表現主体の背景を手がかりにして，意味内容の創造の仕方，検
討の仕方をメタ的にとらえ，調整する。
【Eの働き】





























































































































































































































































(1) 「The Ontario Curriculum , Grades 1-8, Language」構築における原理の検討
- 77 -
第 3章 諸外国の読解カリキュラムの検討
本研究における検討の対象とするのは， Language のカリキュラムである「 The Ontario
Curriculum , Grades 1-8, Language」である。（以下，OC1-8Lと略記する。）
① OC1-8L構築の思想
Literacy is about more than reading or writing - it is about how we communicate in society.
It is about social practices and relationships, about knowledge, language and culture. Those who use
literacy take it for granted - but those who cannot use it are excluded from much
communication in today’s world. Indeed, it is the excluded who can best appreciate the notion of “
literacy as freedom” .

















The language curriculum is based on the belief that literacy is critical to responsible and productive
citizenship, and that all students can become literate. The curriculum is designed to provide students with
- 78 -
the knowledge and skills that they need to achieve this goal. It aims to help students become successful



















・understand that language learning is a necessary, life-enhancing, reflective process;
・communicate - that is, read, listen, view, speak, write, and represent - effectively and with
confidence;
・make meaningful connections between themselves, what they encounter in texts, and the world
around them;
・think critically;
・understand that all texts advance a particular point of view that must be recognized,
questioned, assessed, and evaluated;
・appreciate the cultural impact and aesthetic power of texts;
・use language to interact and connect with individuals and communities, for personal growth, and for
- 79 -



























This curriculum organizes the knowledge and skills that students need to become literate in four strands, or
broad areas of learning - Oral Communication, Reading, Writing, and Media Literacy. These areas of
learning are closely interrelated, and the knowledge and skills described in the four strands are
第 3章 諸外国の読解カリキュラムの検討
- 80 -
interdependent and complementary. Teachers are expected to plan activities that blend expectations from
the four strands in order to provide students with the kinds of experiences that promote meaningful learning


































次章においては，OC1-8L における strand の有り様を概観し，strand が OC1-8L の構造上の特徴
を生み出していることを述べたい。





○ 繊維を並べてそろえたものに，撚 (よ) りをかけたもの・・・・・・・・・・・ ヤーン
○ ヤーンを数本から数十本集めて，ヤーンと反対の撚りをかけたもの・・・・ ストランド
○ ストランドを三本合わせて，ストランドと逆の撚りをかけたもの・・ ロープ ( 単合打 )
○ ストランドを数本合わせて複合ストランドとし，これを三本撚り合わせてつくったもの
(16mm以上の太いロープ)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ロープ( 複合打 )
OC1-8L は，ここでいうロープにあたり，その構成要素として，strand があるわけである。ヤ
ーンと呼ばれる「繊維を並べてそろえたものに，撚りをかけたもの」を数本から数十本集めて，


















The expectations in the language curriculum are organized into four strands: Oral Communication, Reading,
Writing, and Media Literacy. The program in all grades is designed to develop a range of essential skills in
these four interrelated areas, built on a solid foundation of knowledge of the conventions of standard
English and incorporating the use of analytical, critical, and metacognitive thinking skills. Students learn
best when they are encouraged to consciously monitor their thinking as they learn, and each strand includes
expectations that call for such reflection.
The knowledge and skills described in the expectations in the four strands of the language curriculum will









































1. listen in order to understand and respond appropriately in a variety of situations for a
variety of purposes;
2. use speaking skills and strategies appropriately to communicate with different audiences
for a variety of purposes;
3. reflect on and identify their strengths as listeners and speakers, areas for improvement,
and the strategies they found most helpful in oral communication situations.
The Reading strand has four overall expectations, as follows:
Students will:
1. read and demonstrate an understanding of a variety of literary, graphic, and informational
texts, using a range of strategies to construct meaning;
2. recognize a variety of text forms, text features, and stylistic elements and demonstrate
understanding of how they help communicate meaning;
3. use knowledge of words and cueing systems to read fluently;
4. reflect on and identify their strengths as readers, areas for improvement, and the
strategies they found most helpful before, during, and after reading.
The Writing strand has four overall expectations, as follows;
Students will:
1. generate, gather, and organize ideas and information to write for an intended purpose
and audience;
2. draft and revise their writing, using a variety of informational, literary, and graphic
forms and stylistic elements appropriate for the purpose and audience;
3. use editing, proofreading, and publishing skills and strategies, and knowledge of language
conventions, to correct errors, refine expression, and present their work effectively;
4. reflect on and identify their strengths as writers, areas for improvement, and the strategies
they found most helpful at different stages in the writing process.
The Media Literacy strand has four overall expectations, as follows;
Students will:
1. demonstrate an understanding of a variety of media texts;
2. identify some media forms and explain how the conventions and techniques associated
with them are used to create meaning;
- 85 -
3. create a variety of media texts for different purposes and audiences, using appropriate
forms, conventions, and techniques;
4. reflect on and identify their strengths, areas for improvement, and the strategies they
found most helpful in understanding and creating media texts.










3 流暢に読むために，言語の知識や Cueing Systemを使う。
4 読み手としての力，上達のための範囲，そして読解前・読解中・読解後にもっとも有効な
読み書き能力を明らかにし，反映する。








Richard Messina氏によると，Cueing systemとは，カナダにおいて一般的な概念である。彼らは Cue
を言語行為を行う時に参照する「ヒント」と捉えている。その範囲は極めて広い。例えば，音読
する時には，子どもは自らが獲得している phonics を Cue として参照して流暢に音声化する。た





うために活用できて初めて Cue になっていると彼らは考えている。つまり，Cue は言語行為を行
うときに参照するヒントであるが，それは主体によって獲得され，必要な時に即座に参照できる
状態になっていることが Cue であることの条件であるとも考えているようである。このように





Cueing System を活用した流暢な音読，自覚的な読みの技能や方略の活用，について，第 1 学年






































1 Common Core State Standards for English Language Artsの概要と検討の意義
Common Core State Standards for English Language Arts は CCSSO（全米州教育長協議会）と NGA
（全米知事会）によって 2010 年 6 月に主導・作成され，ほぼ全米において採択されたスパイラ
ルカリキュラムである。大学進学時，あるいは就職時に必要とされる能力を養うために，幼稚











① Key Ideas and Details
鍵となる考えと細部の描写の関係
② Craft and Structure
技法と構成（レトリックの分析と評価）
③ Integration of Knowledge and Ideas
知識と考えの統合













① Key Ideas and Details
鍵となる考えと細部の描写の関係
１）With prompting and support, ask and answer questions about key details in a text.
励ましと支援を受けながら，テクストの鍵となる細部の描写について，尋ねたり，質問に
答えることができる。
２）With prompting and support, identify the main topic and retell key details of a text.
励ましと支援を受けながら，テクストの主題を確認し，鍵となる細部の描写を言い換える
ことができる。
３）With prompting and support, describe the connection between two individuals, events, ideas, or pieces of
information in a text.
励ましと支援を受けながら，テクストに示された二つの事実，二つの考え，二つのできご
と，二つの個体の関係を説明することができる。
② Craft and Structure
技法と構成（レトリックの分析と評価）
４）With prompting and support, ask and answer questions about unknown words in a text.
励ましと支援を受けながら，テクスト中の未知の単語について尋ねたり，質問に答えたり
することができる。
５）Identify the front cover, back cover, and title page of a book.
本の表紙，裏表紙，タイトルページを見分けることができる。
６）Name the author and illustrator of a text and define the role of each in presenting the ideas or
information in a text.
本の筆者と挿絵作者の名前を正しく言うことができ，テクスト中の情報や表明されている
考えの役割を明らかにすることができる。
③ Integration of Knowledge and Ideas
知識と考えの統合
７）With prompting and support, describe the relationship between illustrations and the text in which they




８）With prompting and support, identify the reasons an author gives to support points in a text.
励ましと支援を受けながら，筆者がテクスト中に支援のポイントを設けている理由を確認
することができる。
９）With prompting and support, identify basic similarities in and differences between two texts on the same
topic (e.g., in illustrations, descriptions, or procedures).
励ましと支援を受けながら，同じ主題の二つのテクストの類似点と相違点のうち基本的な
ものを確認することができる。（例えば，挿絵，叙述，手順の中に）
④ Range of Reading and Level of Text Complexity 文章の複雑さのレベルと読みの幅
10）Actively engage in group reading activities with purpose and understanding.
目的と理解をもって，グループでの読みの活動に積極的に参加することができる。
(3) Grade 1 1学年（Ｋと同じ部分は一部省略する）
① 鍵となる考えと細部の描写の関係
１）Ask and answer questions about key details in a text.
テクストの鍵となる細部の描写について，尋ねたり，質問に答えたりすることができる。
２）Identify the main topic and retell key details of a text.
テクストの主題を確認し，鍵となる細部の描写を言い換えることができる。




４）Ask and answer questions to help determine or clarify the meaning of words and phrases in a text.
テクスト中の単語やフレーズの意味を決定したり明らかにしたりするように，尋ねたり，
質問に答えたりすることができる。
５）Know and use various text features (e.g., headings, tables of contents, glossaries, electronic menus,




６）Distinguish between information provided by pictures or other illustrations and information provided by






７）Use the illustrations and details in a text to describe its key ideas.
鍵となる考えを説明するために，テクスト中の描写やイラストを使うことができる。
８）Identify the reasons an author gives to support points in a text.
筆者がテクスト中に支援のポイントを設けている理由を確認することができる。





10）With prompting and support, read informational texts appropriately complex for grade 1.
励ましと支援を受けながら，1 学年の児童に合った複雑さをもった説明的なテクストを読む
ことができる。
(4) Grade 2 2学年
① 鍵となる考えと細部の描写の関係
１）Ask and answer such questions as who, what, where, when, why, and how to demonstrate understanding
of key details in a text.
テクスト中の鍵となる細部の描写を理解したことの証のために，誰が，何を，どこで，い
つ，なぜ，どのように，といった質問をしたり，答えたりすることができる。
２）Identify the main topic of a multiparagraph text as well as the focus of specific paragraphs within the text.
テクスト中の特定の段落に焦点をあてるのはもちろんのこと，多くの段落でできたテクス
トの主要主題についても確認することができる。
３）Describe the connection between a series of historical events, scientific ideas or concepts, or steps in




４）Determine the meaning of words and phrases in a text relevant to a grade 2 topic or subject area.
２学年のトピックあるいは分野（科目）に関連性のある，テクスト中の単語やフレーズの
意味を確定することができる。
５）Know and use various text features (e.g., captions, bold print, subheadings, glossaries, indexes, electronic













８）Describe how reasons support specific points the author makes in a text.
筆者がテクストに書いた特定のポイントが，どのように理由づけられているかを説明する
ことができる。




10）By the end of year, read and comprehend informational texts, including history/social studies, science,
and technical texts, in the grades 2-3 text complexity band proficiently, with scaffolding as needed at the




(5) Grade 3 ３学年
① 鍵となる考えと細部の描写の関係
１）Ask and answer questions to demonstrate understanding of a text, referring explicitly to the text as the
basis for the answers.
答えるための基礎としてテクストに言及しながら，テクストを理解したことの証として尋
ねたり，質問に答えたりすることができる。





３）Describe the relationship between a series of historical events, scientific ideas or concepts, or steps in





４）Determine the meaning of general academic and domain-specific words and phrases in a text relevant to
a grade 3 topic or subject area.
第３学年でのトピックや分野（科目）に関連するテクスト中の語やフレーズに一般教養的
な，あるいは専門的な意味を見出すことができる。
５）Use text features and search tools (e.g., key words, sidebars, hyperlinks) to locate information relevant
to a given topic efficiently.
与えられたトピックに関連性のある情報を能率よく見つけ出すために，テクストの特徴や，
検索ツール（例えば，キーワード，補足情報，ハイパーリンク）を使うことができる
６）Distinguish their own point of view from that of the author of a text.
テクストの筆者の視点と読者の視点を区別することができる。
③ 知識と考えの統合
７）Use information gained from illustrations (e.g., maps, photographs) and the words in a text to




８）Describe the logical connection between particular sentences and paragraphs in a text (e.g., comparison,
cause/effect, first/second/third in a sequence).
テクスト中の特定の文および段落の間の論理的なつながりを説明することができる。




10）By the end of the year, read and comprehend informational texts, including history/social studies, science,





(6） Grade 4 ４学年
① 鍵となる考えと細部の描写の関係
１）Refer to details and examples in a text when explaining what the text says explicitly and when drawing
inferences from the text.
テクストが何を明示的に述べているかを説明するとき，またはテクストから推論されるこ
とを述べるときに，テクスト中の細部の描写や例を参照することができる。
２）Determine the main idea of a text and explain how it is supported by key details; summarize the text.
テクスト中の主な考えを確定し，それが鍵となる細部の描写によって，どのように支えら
れているかを説明することができる；テクストを要約することができる。
３）Explain events, procedures, ideas, or concepts in a historical, scientific, or technical text, including what





４）Determine the meaning of general academic and domain-specific words or phrases in a text relevant to a
grade 4 topic or subject area.
第４学年でのトピックや分野（科目）に関連するテクスト中の語やフレーズに一般教養的
な，あるいは専門的な意味を見出すことができる。
５）Describe the overall structure (e.g., chronology, comparison, cause/effect, problem/solution) of events,
ideas, concepts, or information in a text or part of a text.
テクストやテクストのある部分において，出来事，考え，概念，情報について，全体の構
成（例えば，配列，比較，原因と結果，問題と解決）を説明することができる。
６）Compare and contrast a firsthand and secondhand account of the same event or topic; describe the




７）Interpret information presented visually, orally, or quantitatively (e.g., in charts, graphs, diagrams, time
lines, animations, or interactive elements on Web pages) and explain how the information contributes to an
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８）Explain how an author uses reasons and evidence to support particular points in a text.
テクスト中の一つのポイントになる部分を裏付けるために，筆者が理由や根拠をどのよう
に使っているかを説明することができる。





10）By the end of year, read and comprehend informational texts, including history/social studies, science,
and technical texts, in the grades 4-5 text complexity band proficiently, with scaffolding as needed at the




(7) Grade 5 5学年
① 鍵となる考えと細部の描写の関係








３）Explain the relationships or interactions between two or more individuals, events, ideas, or concepts in a






４）Determine the meaning of general academic and domain-specific words and phrases in a text relevant to
a grade 5 topic or subject area.
第５学年でのトピックや分野（科目）に関連するテクスト中の語やフレーズに一般教養的
な，あるいは専門的な意味を見出すことができる。
５）Compare and contrast the overall structure (e.g., chronology, comparison, cause/effect, problem/Soluti-
on) of events, ideas, concepts, or information in two or more texts.
二つ以上のテクストに関して，事柄，考え，概念，情報の全体構成（例えば，配列，比較，
原因と結果，問題と解決といった）を比較したり対比したりすることができる。
６）Analyze multiple accounts of the same event or topic, noting important similarities and differences in the




７）Draw on information from multiple print or digital sources, demonstrating the ability to locate an answer
to a question quickly or to solve a problem efficiently.
質問の答えを素早く見出す能力の証として，また問題を能率的に解決する能力の証として，
複数の印刷物やデジタルソースの情報を利用することができる。
８）Explain how an author uses reasons and evidence to support particular points in a text, identifying which
reasons and evidence support which point(s).
どの理由や根拠がどの部分を支えているかを見極めながら，テクストの特定の部分を支え
るため に筆者がどのように理由や根拠を使っているかを説明することができる。





10） By the end of the year, read and comprehend informational texts, including history/social studies,







(8) Grade 6 6学年
① 鍵となる考えと細部の描写の関係




２）Determine a central idea of a text and how it is conveyed through particular details; provide a summary




３）Analyze in detail how a key individual, event, or idea is introduced, illustrated, and elaborated in a text








５）Analyze how a particular sentence, paragraph, chapter, or section fits into the overall structure of a text
and contributes to the development of the ideas.
特定の文，段落，節，章が，テクストの全体構成にふさわしいかどうか，そして思想をう
まく伝えることができているかを分析することができる。




７）Integrate information presented in different media or formats (e.g., visually, quantitatively) as well as in





８）Trace and evaluate the argument and specific claims in a text, distinguishing claims that are supported by
reasons and evidence from claims that are not.
主張が理由や根拠に支えられたものなのか，そうでないのかを見分けることを通して，テ
クストにおける議論や主張をたどり，評価することができる。
９）Compare and contrast one author’s presentation of events with that of another (e.g., a memoir written




10） By the end of the year, read and comprehend literary nonfiction in the grades 6-8 text complexity band




(9) Grade 7 ７学年
① 鍵となる考えと細部の描写の関係
１）Cite several pieces of textual evidence to support analysis of what the text says explicitly as well as
inferences drawn from the text.
テクストから導き出される推論についても，テクストが明示的に述べていることについて
も，その分析を支えるために，本文そのままの根拠を数カ所に渡り引用することができる。
２）Determine two or more central ideas in a text and analyze their development over the course of the text;
provide an objective summary of the text.
テクストの二つ以上の中心的な思想を確定し，それがテクストの流れの中でどう発展して
いるのかを分析することができる。テクストについての客観的な要約を示すことができる。
３）Analyze the interactions between individuals, events, and ideas in a text (e.g., how ideas influence







４）Determine the meaning of words and phrases as they are used in a text, including figurative, connotative,




５）Analyze the structure an author uses to organize a text, including how the major sections contribute to




６）Determine an author’s point of view or purpose in a text and analyze how the author distinguishes his or




７）Compare and contrast a text to an audio, video, or multimedia version of the text, analyzing each medium




８）Trace and evaluate the argument and specific claims in a text, assessing whether the reasoning is sound
and the evidence is relevant and sufficient to support the claims.
理由づけは手堅いか，根拠が主張を支えるために直接に関連し十分な内容であるかといっ
た検討をしつつ，テクストにおける議論や主張をたどり，評価することができる。
９）Analyze how two or more authors writing about the same topic shape their presentations of key





10） By the end of the year, read and comprehend literary nonfiction in the grades 6-8 text complexity band





(10) Grade 8 ８学年
① 鍵となる考えと細部の描写の関係
１）Cite the textual evidence that most strongly supports an analysis of what the text says explicitly as well
as inferences drawn from the text.
テクストから導き出される推論についても，テクストが明示的に述べていることについて
も，最も強力にその分析を支える，本文そのままの根拠を引用することができる。
２）Determine a central idea of a text and analyze its development over the course of the text, including its




３）Analyze how a text makes connections among and distinctions between individuals, ideas, or events (e.g.,




４）Determine the meaning of words and phrases as they are used in a text, including figurative, connotative,
and technical meanings; analyze the impact of specific word choices on meaning and tone, including




５）Analyze in detail the structure of a specific paragraph in a text, including the role of particular sentences
in developing and refining a key concept.
鍵となる概念を発現させ，洗練させている特定の文の役割を含んで，テクストの特定の段
落の細部に見られる技法を分析することができる。
６）Determine an author’s point of view or purpose in a text and analyze how the author acknowledges and






７）Evaluate the advantages and disadvantages of using different mediums (e.g., print or digital text, video,




８）Delineate and evaluate the argument and specific claims in a text, assessing whether the reasoning is




９）Analyze a case in which two or more texts provide conflicting information on the same topic and identify




10） By the end of the year, read and comprehend literary nonfiction at the high end of the grades 6-8 text




(11) Grade 9-10 9，10学年
① 鍵となる考えと細部の描写の関係
１）Cite strong and thorough textual evidence to support analysis of what the text says explicitly as well as
inferences drawn from the text.
テクストから導き出される推論についても，テクストが明示的に述べていることについて
も，その分析を支える，本文そのままの強く完璧な根拠を引用することができる。
２）Determine a central idea of a text and analyze its development over the course of the text, including how






３）Analyze how the author unfolds an analysis or series of ideas or events, including the order in which the





４）Determine the meaning of words and phrases as they are used in a text, including figurative, connotative,
and technical meanings; analyze the cumulative impact of specific word choices on meaning and tone (e.g.,





５）Analyze in detail how an author’s ideas or claims are developed and refined by particular sentences,
paragraphs, or larger portions of a text (e.g., a section or chapter).
テクストの特定の文，段落，より大きな部分（例えば，節や章）によって，筆者の考えや
主張がどのように展開され，洗練されているか，細部の描写を分析することができる。
６）Determine an author’s point of view or purpose in a text and analyze how an author uses rhetoric to




７）Analyze various accounts of a subject told in different mediums (e.g., a person’s life story in both print




８）Delineate and evaluate the argument and specific claims in a text, assessing whether the reasoning is








行った演説；民主主義の真髄を表現した文句“government of the people,by the people,for the people”
を含む。）（（１）と同じ書から引用）









９）Analyze seminal U.S. documents of historical and literary significance (e.g., Washington’s Farewell
Address, the Gettysburg Address, Roosevelt’s Four Freedoms speech, King’s “Letter from Birmingham






10）By the end of grade 9, read and comprehend literacy nonfiction in the grades 9-10 text complexity band




By the end of grade 10, read and comprehend literary nonfiction at the high end of the grades 9-10 text
complexity band independently and proficiently.
学年の終わりまでに，10 学年の学習のまとめとして，９学年から 10 学年に扱われるような
複雑さをもった，文学的なノンフィクションを自主的かつ上手に読んで理解することができ
る。
(12) Grade 11-12 11，12学年
第 3章 諸外国の読解カリキュラムの検討










１）Cite strong and thorough textual evidence to support analysis of what the text says explicitly as well as




２）Determine two or more central ideas of a text and analyze their development over the course of the text,
including how they interact and build on one another to provide a complex analysis; provide an objective




３）Analyze a complex set of ideas or sequence of events and explain how specific individuals, ideas, or




４）Determine the meaning of words and phrases as they are used in a text, including figurative, connotative,
and technical meanings; analyze how an author uses and refines the meaning of a key term or terms over




えば，『ザ・フェデラリスト』第 10 号*10 において，マディソンがどのように派閥を定義して
いるか。）
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５）Analyze and evaluate the effectiveness of the structure an author uses in his or her exposition or




６）Determine an author’s point of view or purpose in a text in which the rhetoric is particularly effective,





７）Integrate and evaluate multiple sources of information presented in different media or formats (e.g.,
visually, quantitatively) as well as in words in order to address a question or solve a problem.
質問したり，問題を解いたりするために，言葉はもとより，（例えば，視覚的に，量的に）
異なる媒体や形式においてもたらされる多様な情報源を統合し，評価することができる。
８）Delineate and evaluate the reasoning in seminal U.S. texts, including the application of constitutional
principles and use of legal reasoning (e.g., in U.S. Supreme Court majority opinions and dissents) and the







９）Analyze seventeenth-, eighteenth-, and nineteenth-
century foundational U.S. documents of historical and literary significance ( including The Declaration of
Independence, the Preamble to the Constitution, the Bill of Rights, and Lincoln’ s Second Inaugural
Address) for their themes, purposes, and rhetorical features.





である修正第 1条（Amendment I）から修正第 10条（Amendment X）がこれにあたる。名前は 1689
年に制定された英国の「権利章典(Bill of Rights)」に由来する。合衆国憲法修正第 1条から修正
第 10 条は，市民の基本的人権に関する規定であり，憲法制定直後の 1789 年第 1 回合衆国議会で
提案され，1791 年 12 月実施されたものである。（ウィキペディア「権利章典（アメリカ）」の項
から引用）









10）By the end of grade 11, read and comprehend literary nonfiction in the grades 11-CCR text complexity




By the end of grade 12, read and comprehend literary nonfiction at the high end of the grades 11-CCR




































































































































そして青山（2013f）は，アメリカ合衆国の Common Core State Standards for English Language Arts





















































































































































































前述のとおり，RSIT は基本構造として Strand をもっている。その中の一つに要旨把握を実現





幼 励ましと支援を受けながら，テ 励ましと支援を受けながら，テ 励ましと支援を受けながら，テ
稚 クストの鍵となる細部の描写に クストの主題を確認し，鍵とな クストに示された二つの事実，




小 について，尋ねたり，質問に答 なる細部の描写を言い換えるこ 二つの考え，二つのできごと，
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小 トに言及しながら，テクストを り，それらが主な考えをどのよ 葉，因果関係を表す言葉を使っ






小 いるかを説明するとき，または それが鍵となる細部の描写によ 関するテクスト，技術に関する






小 いるかを説明するとき，または を確定し，それらが鍵となる細 あるいは技術的なテクストの中





小 についても，テクストが明示的 が特定の細部の描写をとおして 考えがどのように紹介され，例








中 についても，テクストが明示的 思想を確定し，それがテクスト の間の相互作用について分析す






中 についても，テクストが明示的 それがテクストの流れの中でど の描写，考え，出来事の間に違






中 についても，テクストが明示的 それがテクストの流れの中でど で，どのように登場させられ，
３ に述べていることについても， う発展しているのかを分析する どのように展開されて，相互に
・ その分析を支える，本文そのま ことができる。（特定の細部の 関係づけがされているかという
高 まの強く完璧な根拠を引用する 描写によって，どのように浮か ことを含んで，筆者がどのよう





高 についても，テクストが明示的 を確定し，それがテクストの流 配列について分析し，特定の個
２ に述べていることについても， れの中でどう発展しているのか 人，考え，出来事がテクストの
・ その分析を支える，本文そのま を分析することができる。（複 流れの中で，どのように影響し
高 まの強く完璧な根拠を引用する 雑な分析を導き出すために，相 合い，発展しているのかを説明


































































































































































考察の対象が 3 歳 0 ヶ月～ 6 歳 6 ヶ月の子どもであったため，文章による資料の提示が避けら
れたが，文章による提示の場合もこの程度の事実と事実との因果関係が，学習者に認識できるレ
ベルの文章であれば，内田（1985）において見いだされた知見は適用できると考えられる。












1年 ◎ 〇 〇
単数の理由（個人的）
2年 ◎ 〇 〇
複数の理由（個人的→一般的）
3年 〇 ◎ 〇
複数のカテゴリー（一般的）
4年 〇 ◎ 〇
複数のカテゴリー（一般的）
5年 〇 〇 ◎
複数のカテゴリー（一般的→独自的）

















































どうやってみをまもるのかな 原因―結果 くちばし （原因―結果） いきもののあし （原因―結果）
いろいろなふね 原因―結果 みいつけた （原因―結果） まめ 原因―結果
歯がぬけたらどうするの （原因―結果） じどう車くらべ 原因―結果 くらしをまもる車 原因―結果
どうぶつの赤ちゃん （原因―結果）
たんぽぽ 原因―結果 たんぽぽのちえ 原因―結果 ほたるの一生 （原因―結果）
まほうのぬの「ふろしき」 根拠―主張 どうぶつ園のじゅうい 原因―結果 あいさつとみぶりのことば 根拠―主張
ビーバーの大工事 原因―結果 しかけカードの作り方 （原因―結果） ゴムでうごくおもちゃのしくみ 原因―結果
虫は道具をもっている 原因―結果 おにごっこ 原因―結果
自然のかくし絵 原因―結果 イルカのねむり方 原因―結果 にせてだます 原因―結果
歯をみがかないと、どうなるの（１） 根拠―主張 ありの行列 原因―結果 合図としるし 根拠―主張
歯をみがかないと、どうなるの（２） 根拠―主張 すがたをかえる大豆 原因―結果 ミラクルミルク 原因―結果
もうどう犬の訓練 原因―結果 かるた 原因―結果 冬眠する動物たち 原因―結果
人をつつむ形―世界の家めぐり 原因―結果
ヤドカリとイソギンチャク 原因―結果 大きな力を出す 根拠―主張 むささびのひみつ 原因―結果
家族の健康は「はかるくん」から 根拠―主張 動いて、考えて、また動く 根拠―主張 あめんぼはにん者か 原因―結果
取りあつかい説明書「ケンコー電子体温計　はかるくん」 原因―結果 手と心で読む 根拠―主張 手で食べる、はしで食べる 原因―結果
くらしの中の和と洋 根拠―主張 アップとルーズで伝える 原因―結果 点字を通して考える 根拠―主張
「着るロボット」を作る 根拠―主張 ウナギのなぞを追って 根拠―主張
動物の体と気候 原因―結果 見立てる 根拠―主張 和紙の心 根拠―主張
しぶきを上げてはね上がる「江戸前アユ」 根拠―主張 生き物は円柱形 根拠―主張 くり返しのはたらき 根拠―主張
多摩川をさかのぼるアユ２００万匹をこえる 根拠―主張 天気を予想する 根拠―主張 新聞の読み方を考える 根拠―主張
森林のおくりもの 根拠―主張 千年の釘にいどむ 根拠―主張 くじらから世界が見える 根拠―主張
テレビとの付き合い方 根拠―主張 ゆるやかにつながるインターネット 根拠―主張
イースター島にはなぜ森林がないのか 根拠―主張 感情 根拠―主張 自分の脳を自分で育てる 根拠―主張
限界をこえた投球には疑問 根拠―主張 生き物はつながりの中に 根拠―主張 江戸のファーストフード 根拠―主張
勝利を求めてこそスポーツに意味が 根拠―主張 柿山伏について 根拠―主張 メディア・リテラシー入門 根拠―主張
楽しんでするものそれがスポーツ 根拠―主張 平和のとりでを築く 根拠―主張 世界危機遺産ガラパゴス 根拠―主張
限界まで努力することに価値がある 根拠―主張 『鳥獣戯画』を読む 根拠―主張 フリードルとテレジンの小さな画家たち 根拠―主張
未来に生かす自然のエネルギー 根拠―主張 言葉は動く 根拠―主張 いのちのバトンリレー 根拠―主張












第 4 章 論理的認識力を高めるためのカリキュラム編成の枠組み
なにがかくれているのでしょう （原因―結果） しっぽしっぽ （原因―結果）
だれがたべたのでしょう 原因―結果 ぼうしのはたらき 原因―結果
はたらくじどう車 原因―結果 なにができるかな （原因―結果）
うみへのながいたび （原因―結果）
みぶりでつたえる 原因―結果
すみれとあり 原因―結果 つばめのすだち （原因―結果）
鳥のちえ （原因―結果） たねのたび 原因―結果
さけが大きくなるまで （原因―結果） 紙パックで、こまを作ろう （原因―結果）
きつつき （原因―結果）
せかいのあいさつ 根拠―主張
めだか 原因―結果 米と麦 根拠―主張
森のスケーター　やまね 原因―結果 「農業」をする魚 根拠―主張
くらしと絵文字 根拠―主張 身ぶりのはたらき 根拠―主張
どちらが生たまごでしょう 原因―結果
広い言葉、せまい言葉 原因―結果
アーチ橋の進歩 根拠―主張 打ち上げ花火のひみつ 原因―結果
とんぼの楽園づくり 根拠―主張 月のかげ絵 原因―結果
花を見つける手がかり 根拠―主張 じゃんけんの仕組み 根拠―主張
「便利」ということ 根拠―主張
いるかのひみつ 原因―結果
言葉と事実 根拠―主張 「十秒」が命を守る 根拠―主張
森林と健康 根拠―主張 動物の「言葉」人間の「言葉」 根拠―主張




「迷う」 根拠―主張 宇宙時代を生きる 根拠―主張
日本語をコンピューターで書き表す 根拠―主張 「なべ」の国、日本 根拠―主張



































































































































小 1･2 くらべる，おなじ，ちがい。 えらぶ，じゅんじょ。
ぜんぶ，わける，まとめる，つなげる。
小 3･4 比較，区別，分類。 関係，変化，予想。
原因―結果，理由―結論，全体―部分。























































































































































































































Ｂ 生命・地球 (1) 植物の発芽，成長，結実
植物を育て，植物の発芽，成長及び結実の様子を調べ，植物の発芽，成長及び結実とその
条件についての考えをもつことができるようにする。 （傍線は引用者による。）































































































































































































































































































































































































































































































































さて，論理の型についてはどうだろうか。【表 9-1】に示したように，東京書籍版 6 学年の教
材は全て「根拠―主張」型の論理になっている。この点は，5 学年のまとめで示した 1）や 2）





















































































































































































発達実態の一つを反映していると考えてよいと思われる。具体的には，小学校 1 ～ 6 学年におけ
る意味内容形成能力の系統の一つとして，1 学年から 5 学年にかけては「原因－結果」型のテク
ストを配列し，論理を骨格とした意味内容形成能力の育成が求められており，2 学年から 6 学年
にかけて「根拠－主張」型のテクストを配列し，論理を骨格とした意味内容形成能力の育成が求

























































4 学年以降について検討してみると，4 学年の全てと 5 学年の半数，6 学年の 1 つが「根拠－
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主張」型（考え系）であり，5 学年の半数と 6 学年のほぼ全部が「根拠－主張」型（主張系）で
ある。また，題材が身近かどうかという観点で見ると，4 学年では身近な題材と身近でない題材




































的に機能するように位置づけた流れでなければならないだろう。小学校において，前者は 1 ～ 5
学年に位置づけられ，後者は 2～ 6学年に位置づけられるのが望ましい。




的なものの見方で読むことに慣れさせるのがよいと考える。このような 1 ～ 2 学年での入門期的
な学びを経て，3 ～ 4 学年では徐々に認識対象を広げ，複雑な論理や結束性を手がかりにした意
味内容形成の経験を積んで，能力育成を図る必要がある。そして，5 学年では「原因－結果」型
の論理をもとに意味内容を形成する能力が完成しているようにしたい。
それから，2 ～ 3 学年では，「根拠－主張」型の入門として，助走的な能力育成を図るのがよ


























































































































コンテクスト分析能力は A，B，C，D の 4 つの下位能力をもつと考えられるので，それぞれ















































小学校 3 ～ 4 学年は下位能力 A ～ D のそれぞれについて，少しずつ経験していく時期として
位置づけ，小学校 5 ～ 6 学年は下位能力 A ～ D を総合的に機能させる経験を積んでいく時期と
して位置づけることが望ましいと考える。
ただし，注意しなければならないのは，教材作成についてである。第 2 章第 3 節に示した基礎
資料は教師向けのものであり，子どもにとっては難解である。したがって，そのまま子どもに提































日時 2014年 10月 8日（水）
視察先 Dr. Eric Jackman Institute of Child Study Laboratory School
Ontario Institute for Studies in Education (OISE)| University of Toronto
45 Walmer Road, Toronto, Ontario,M5R 2X2











て運営されている。在籍する子どもは，3 歳から小学 6 年生までである。研究のテーマは，どう
やればより望ましい学びが推進できるかということである。






























































































































































J：私が行っているのは Guided Reading で，小さなグループに分けて行います。大人の人数も多
いので可能なのですが。5つのグループに分けて行います。
青：一クラスに先生が5人いるということですか？








Level（web上では Instructional Reading Levelという語が散見される）の読解で，それは子どもが
今もっている読みのレベルよりも少し上のものです。要するに教師のガイドがいるような内容の
ものに取り組んでいます。































































































































































































































































る Think Aloud は Justine の開かれた内面を子どもたちが閲覧しつつ進めていく感じであった。






































































































学年 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年
系統１（原因―結果）（原因―結果） 原因―結果 原因―結果 原因―結果 （なし）
原因―結果 原因―結果
系統２ （なし） 根拠―主張 根拠―主張 根拠―主張 根拠―主張 根拠―主張




学年 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年
系統１（原因―結果）（原因―結果） 原因―結果 原因―結果 （なし） （なし）
原因―結果 原因―結果
系統２ （なし） （なし） 根拠―主張 根拠―主張 根拠―主張 根拠―主張
（考え系） （考え系） （考え系，主張系） （主張系）











































































































































































































【写真2 子どもの感想】 【写真3 『ミミズのふしぎ』表紙】
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なお，各学年における説明的文章の単元は読解単元が 3 単元，読書単元が 1 単元である場合が
多いようである。そこで，本研究においても現状に即して，同様に設定していくことにする。
2 教材選定の実際（表1参照）
第 5 章 論理的認識力を高めるスパイラルカリキュラムの構築
学年 教材名 筆者名なし 教科書会社 論理の型 結束性の種類 読解or読書
いきもののあし (記載なし） 学校図書 (原因―結果）
比較、因果関係、抽象―具体、
全体―部分
いろいろなふね (記載なし） 東京書籍 原因―結果
類別、比較、因果関係、
抽象―具体、全体―部分
どうぶつの赤ちゃん 増井　光子 光村図書 (原因―結果）
順序、類別、比較、因果関係、
抽象―具体、全体―部分




さけが大きくなるまで (記載なし） 教育出版 (原因―結果） 順序、因果関係、全体―部分
たんぽぽのちえ 植村　利夫 光村図書 原因―結果
順序、比較、因果関係、
抽象―具体、全体―部分
たねのたび 中西　弘樹 三省堂 原因―結果
順序、類別、比較、因果関係、
抽象―具体、全体―部分




ありの行列 大滝　哲也 光村図書 原因―結果
順序、比較、因果関係、
全体―部分
「農業」をする魚 新田　末広 三省堂 根拠―主張（考え系）
順序、比較、因果関係、抽象―
具体、全体―部分









ヤドカリとイソギンチャク 武田　正倫 東京書籍 原因―結果
順序、比較、因果関係、
抽象―具体、全体―部分
アップとルーズで伝える 中谷　日出 光村図書 原因―結果
順序、比較、類別、因果関係、
抽象―具体、全体―部分
アーチ橋の進歩 小山田　了三 教育出版 根拠―主張（考え系）
順序、比較、類別、因果関係、
抽象―具体、全体―部分




「十秒」が命を守る 松森　敏幸 三省堂 根拠―主張（主張系）
順序、比較、類別、因果関係、
抽象―具体、全体―部分
森林のおくりもの 富山　和子 東京書籍 根拠―主張（主張系）
順序、比較、類別、因果関係、
抽象―具体、全体―部分
天気を予想する 武田　康男 光村図書 根拠―主張（考え系）
順序、比較、類別、因果関係、
抽象―具体、全体―部分












ぼくの世界、きみの世界 西　研 教育出版 根拠―主張（主張系）
順序、比較、類別、因果関係、
抽象―具体、全体―部分













































































































































第 5 章では，第 4 章で作成した枠組みをもとにカリキュラムを編成した。具体的には，論理的
認識力を高めることの意義，論理的認識力の構造図，論理的認識力を高めていくためのカリキュ
ラム編成のあり方，カリキュラム運用のあり方について明示した後，カリキュラムを実際に編成
































National Governors Association Center for Best Practices, Council of Chief State School Officers(2010)
Common Core State Standards for English Language Arts,Reading Standards for Informational
Text,National Governors Association Center for Best Practices, Council of Chief State School Officers,
Washington D.C.
W.Wilbur Hatfield ed.(1935)An Experience Curriculum in English,The National Council of Teachers of
English



























































































































































































なお、目次の末にも記したように、本研究は JSPS 科研費 25885113（研究代表者 青山之典）
および JSPS 科研費 26381209（研究代表者 難波博孝 研究協力者 青山之典 宮本浩治 吉川
芳則 幸坂健太郎）の助成を受けた研究の一部です。助成いただきましたお陰で、研究を推進
することができました。誠にありがとうございました。
院生の皆様にも感謝いたしております。特別研究、学会発表などのとき、鋭い意見を頂戴し
て目が覚めるような思いのすることがたくさんありました。そして、研究の合間に交わす話に
いつも心を安らげることができました。研究の場を共有する仲間を得ることができたことは，
心強くもあり、楽しくもあり、何歳も若くなった気がしておりました。研究の原動力をいただ
いていたと感じています。誠にありがとうございました。
最後になりましたが、妻と息子にはとても感謝しています。休日返上で自分勝手に研究を進
めている夫であり父でした。いつもすぐそばで見守ってもらったからこそ、何とかやり遂げる
ことができたように思います。誠にありがとうございました。これからもよろしくお願いしま
す。
2015年 1月 9日
青山 之典
